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行程表 
9：10  JR 三輪駅 駅前広場  集合 

      「大神神社」に初詣 
「狭井神社」から三輪山に登る。 

（登り１時間、下り４５分ほの往復２時間半） 
      （参拝） 

少彦名神の「磐座神社」、 
知恵の神「久延彦神社」、 
大田田根子の「大直彌子神社」 
 

（昼食）：新年会を兼ねて 
鳥居前の「福寿堂」で「三輪そうめん」と「三諸の神酒」 



歴文クラブ 1 月度研修会 

大神神社初詣と三輪山登拝

平成２８年の初詣として大神神社にお詣りします。

御祭神は「大物主大神」、配祀は「大己貴神」「少彦名神」です。

大三輪の神は国作りの神様であり、また医薬・酒造・方除等人間生活全般の守

護神として、大和国一宮、三輪明神と親しまれ、広くそのご神威を仰がれてい

ます。

当日は拝殿に昇殿し、古来より行われてきたように拝殿の奥に建つ「三ッ鳥居」

を通してお山を拝む予定です。

その後「狭井神社」から三輪山に登ります。

登り１時間、下り４５分ほどですが往復２時間半を予定しています。

イヌザンショウの大木の群生など珍しい植生が見られます。

麓から「辺津磐座」（少彦名神）、「中津磐座」（大国主神）、頂上には「奥津磐座」

（大物主神）、高宮神社（大物主の御子・日向御子神）が祀られています。

下山後、少彦名神の「磐座神社」、知恵の神「久延彦神社」、大田田根子の「大

直彌子神社」を参拝し、昼食は鳥居前の「福寿堂」で「三輪そうめん」と「三

諸の神酒」で簡単な新年会とします。

日本書記に麓の高橋邑の活日（いくひ）を大神神社の酒造りとしたとあり、

大田田根子に大神神社を祀らせたその日、活日は神酒を造って崇神天皇に奉り、

次の歌を詠みました。

「此の神酒は 我が神酒ならず 倭成す 大物主の醸みし

神酒 幾久幾久」

大物主が造った神酒と称えています。
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三 輪 山

奈良盆地（国中）の東側・東山中の南端に位置し、標高467m・周囲16㎞の美しい円錐形
の山容で、『古事記』や『日本書記』には三諸山・御諸山・三諸岳等と称され、太古から神
が鎮まる山として崇められる神体山。山に茂る木々の一本一本まで神が宿ると考えられ、今
なおその木々に斧を入れる事は許されません。山体の地質は「角閃斑糲岩（ｶｸｾﾝﾊﾝﾚｲｶﾞﾝ)苦
鉄質鉱物」の岩の層で、大量に鉄分を含み浸食に強い性質のため、当時より山容を維持して
いる。三輪山が最も美しく見えるのは中和～南和より見る姿で、その頂きから朝日が昇る時
が荘厳に感じられ、神が住まわれる『神奈備山』として、弥生時代から信仰の対象とされて
きた。山中に入ると古杉の大木が鬱蒼と茂り、「三輪の神
杉」と称えられている。辺津磐座から中腹には中津磐座が
在り、山頂には奥津磐座が迎えてくれる。これらの巨石群
は天から神が降臨し、滞在されるという古代祭祀の遺跡で、
磐座信仰の対象となっていた。山頂には大神神社の摂社・
高宮神社が祀られる。
山中は浄域のために禁足地として守られ、三輪山登拝は

摂社「狭井神社」で三輪山参拝証を得て入山する。

大 神 神 社

祭神 大物主神
大和国の一の宮。『古事記』に「倭の青垣 東の山上に斎(ｲﾂ)きまつれ」、「日本書記」には

崇神天皇（10代）の御世、疫病が蔓延して民衆の多くが命を落とす惨状に困り果てた天皇の
夢枕に、大物主大神が現れ、『意冨多多泥古（ｵｵﾀﾀﾈｺ)＜大物主の曾孫＞を神主に、御諸山（三
輪山）に私を祀りなさい』と告げられ、大三輪の神を祀られた処、疫病は止み、天下泰平と
なった事から、神の山と崇められる。
『大三輪鎮座次第』には「古来宝倉なく、唯三箇鳥居あるのみ、奥津磐座は大物主大神、

中津磐座は大己貴命(ｵｵﾅﾑﾁﾉﾐｺﾄ)､辺津磐座は少彦名命」とあり、本殿は無く、奥津・中津・辺
津の磐座を神の依代として、神体山である三輪山を拝む古来の信仰形態を継承しており、我
が国最古の神社です。

現在の拝殿は寛文四年(1664年)に徳川四代将軍家綱が再
建したもので、重要文化財に指定。拝殿の奥正面に有る
三つ鳥居は、三輪鳥居とも呼ばれ古来当社の特色の一つ
とされる。

大神神社の社紋は三本の杉の木が横並びに描
かれ、古代地名である大御輪の神無備・真穂三
諸山・甘嘗備の三諸山に由来し、神の森の浄域
を表している。

磐 座 神 社（少彦名神社) 辺津磐座の一つ

祭神 少彦名神
社殿が無く、神の鎮まる堅固な磐座をご神坐として少彦名神を祀

る。神産巣日神（ｶﾐﾑｽﾋﾞ)の御子、少彦名神は大国主神と出雲の国造
りのために力を発揮され、共に医薬治療の法を定められた薬の神様
として崇められる。 お姿は天乃羅摩船＜ｱﾒﾉｶｶﾐﾌﾞﾈ＞（ｶﾞｶﾞｲﾓの鞘の
船）に乗る小さな神様で、まだ国作りも終わらないのに、常世の国
に渡ってしまわれたとの由。
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久延彦神社（知恵の神様）

祭神 久延毘古命
大国主神に少彦名神の名前を証言した「崩 彦」(ｸｴﾋｺ)が「山田の曾富

謄(ｿﾎﾄﾞ)]と言われ、案山子の神様。
『足は行(ｱﾙ)かねど、天下の事を尽(ｺﾄｺﾞﾄ)に知れる』神様と言われ、歩く事
は出来はないが、居ながらにして天下の事は何でも知っておられる神様
で大国主神を助けた。知識が比類なく豊富なことより、『知恵の神様』
として、広く受験・進学・就職等の成就をお守り下さる神様。

大直彌子神社 （若宮神社）

祭神 大直禰子命(ｵｵﾀﾀﾈｺ) （意冨多多泥古命）
大物主神の曾孫 意冨多多泥古命は崇神天皇に和泉国陶邑（ｽｴﾑﾗ)

から召し出されて、大神神社の初代の神主となり、大三輪大神・
大物主神を三輪山にお祀りされる。
その後 意冨多多泥古命は大直彌子神社に若宮様として祀られ

た。奈良時代には神仏習合で大神寺、のちに大御輪寺となり若宮
様と十一面観音像が併祀された。
十一面観音像は現在、桜井市・聖林寺に慶応四年（1868年）に移
され、国宝「乾漆十一面観音像」としてお祀りされている。

三 輪 山 登拝 案内図
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